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BEAR 1000の使用経験
pressure slopeの意義について

筑波大学臨床医学系 集中治療部水谷太郎

現在、多くの施設で用いられているベンチレータの

主力は、次第にmicroprocessoroperatedと呼ばれる、コン

ピュータでその作動が制御されている機種に移りつつあ

るのではないでしょうか。これらコンピュータ制御のベ

ンチレータでは、機械的制御の機種に比べ、作動が正

確、基板をアップグレードするだけで最新の機能を維持

可能、患者肺メカニクスやベンチレータ作動状態などの

データ送出が容易、多機能、などの特徴が挙げられま

す。しかし、最後の多機能という点は、家電製品でも経

験するとおり、やや難物で、我々平均的ユーザーの理解

と操作の限界を時として態えかねない、という危うさも

秘めています。

本機種もそうしたコンビュータ制御型ベンチレータに

属し、日本では1994年初から使用可能となった最新機種

の一つです。そのため、おそらく既存の機種を十分に検

討した結果と思われますが、操作系や表示が分かりやす

く整理されている点は、使い易い印象を受けます。実

際、上段(黄色換気量などのモニタ 一、中段(赤

色アラーム類の設定および表示、下段(青色換

気条件設定、と交通信号よろしく整理された操作 ・表示

パネルは違和感が少なく、ナースや専門外のドクターに

も抵抗なく受け入れられているようです。アラーム類お

よび換気条件設定が、先ず項目を選び次にダイアルで入

力という点も使い易い点です。ただし、 PEEP圧設定のみ

は専用のダイアルでアナログの気道内圧計を見ながら行

わなければならず、他の操作系に比べ、やや神経を使い

ます。気道内圧のモニターに PEEPの項目を追加すれば

改善されると思われます。また、付属のグラフイツク

ディスプレイには気道内圧、流量、換気量の3波形が同

時に表示され、設定条件の確認、その良否の判断、教

育・研究、などの用途に使用可能です。

きて、問題の多機能性ですが、整理されているとはい

え、本機種には主として2つの先進的な機能が搭載され

ています。即ち、 pressureaugmentおよび、pressureslopeと

呼ばれるものです。前者に関しては既に詳しい解説が発

表されている 1.2)ので割愛し、本稿では今まで余り注目さ

れていなかったpressureslopeの意義について少し考察し

てみたいと思います。今日、 PSVは、呼吸管理上、患者

呼吸仕事量(WOB)の軽減などの目的で広〈用いられてい

ますが、 pressureslope はPSV時の立ち上がりフロー(rate

01 pressure riseともいえます)の調節を可能とした点が特

徴です。調節は相対目盛りにより 38段階に設定可能で

す。自発呼吸の際の吸気フローは患者により当然異なる

筈ですが、従来、多くの機種ではPSV時の立ち上がりフ

ローは一定で した。そこで、吸気フローの速い患者で

は、その需要にベンチレ』タの供給が追い付かないとい

う事態が発生している可能性があります。その場合、患

者は不快感を覚えると共にWOBの増大を来すことが予

想されます。従って、 pressures lopeにより適切な立ち上

がりフローを設定すれば、不要なWOB増大を避け快適

なPSVを患者に提供できると思われます。最近、

pressure slopeの設定変更に伴いWOBが変化することが

シミュレーションや臨床例で報告されています 3.4)

(図)。今後更に臨床的な有用性が確認されれば、より

普及するものと恩われます。なお、類似の機能を備える

機種としてEvi凶があります。

1996年2月現在、本機種ではトリガーなどは全て圧制

御で作動しますが、近い将来、流量による制御の機構が

追加されるとの情報を得ています。その他、改善を期待

したい点として、アラームに音量調整があるのは便利な

のですが、更に音色を変えられるとよい、との指摘が現

場のナースからありました。この点は医療器機一般にい

えることで、様々な医療器機が似たようなアラーム音を

発するので、どの機器が発生源なのか一瞬迷うことが少

なくありません。医療器機界全体として、総合的な調整

と標準化の早期実現を期待したいと思いますη
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図 PSV中のrateof pressure riseの遣いによるWOBの変化的
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BEAR 1000辛苦托::?
(使いやすさが受けてます)

-操作は“押して、回す"2ステップ方式です。

・大きなクoラフィック・テ'-{スプレイで、呼吸の状態

が、わかりやすくなりました。

・パネルは1 7"7-ヨ、 I~-$'-l、直IDと大きく

分けられ、文字の色も分けてあります。

(やさしい機能も受けてます〉

ePressure Augment (いわば、換気量を保証

するPSV)機能を新しく装備。より患者さんに

やさしい、SIMVが可能です。

epsvがうまく機能しない時には、PCVとPressure

Slopeの2つの方法が選択可能です。
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